













































時彦、字は子駿、号は天囚・碩園。鹿児島種子島出身。明治十六年 （一八八三） 、 東京帝国大学古典講習科に入学。中退の後、大阪朝日新聞社に入り、懐徳堂記念会の創設に尽力し、大阪朝日新聞 「懐徳堂研究」を連載して、その顕彰に努めた。そ 連載をまとめた 『 考』 は、今日においても 懐徳堂研究の最も基本的な文献としての価値を持つ。　
西村天囚は、大正五年（一九一六）の懐徳堂の復興後















に「全体」が示される。部分画像には 文番号が付されている。 崩し字で書かれた書簡は判読が大変難しいので、この文番号をクリックすると、それに対応する翻刻文注釈が画面右側の上段と下段に掲示さ る。閲覧者は、この文番号をクリッ しながら、書簡を読み進めることができるのである。画像は、マウスのドラッグ よって移動させること でき、現在閲覧している位置が、下の全体画像に示される。　
江戸時代や明治時代の書簡を紹介した本は数多くある


























































ぜであろうか。筆者は以下のように推測す 扇は、折りたたむと一本の棒 ようにな 、展開すると扇状に開く。こうした扇の特性を重視すれば、諸 派が追究すべき道は本来一つであるが、それぞれに理論を展開し いくと、大きな違いが生じてく 、ということを示唆しているのではなかろ か。　
また、この扇が「聖賢扇」と称されるのは 履軒自身






























（５） 「左九羅帖」 ……中井履軒の著した動植物図鑑 （本
草書） 『左九羅帖』 全ページ ブックとして公開するもの。簡単なマウス操作により、実際に本をめくるようにし 、全ページを閲覧できる。
（６） 「懐徳堂四書」……懐徳堂を代表する四書注釈の














するために、デジタルアーカイブの手法は極めて重要である。その手法は、大阪大学懐徳堂文庫だけに限定されるものではなく、多くの図書館・博物館におけるデジタルアーカイブ、および電子出版 どにも応用が可能である。懐徳堂 手法が一つの手が りと り、世界のデジタルアーカイブが進展することを大いに期待したい　
なお、これらの資料は、いずれも大阪大学附属図書館
貴重図書室に保管されており 制作したコンテンツは、「ＷＥＢ懐徳堂」において無料で公開している。課金による収入を得ることよりも、懐徳堂の貴重資料をできるだけ多くの方々に見ていただくことを重視しているからである。注（１）





使われることもある。そうした用例としては、唐・白居易 「和夢游春詩一百韵」 に 「九醖備聖賢、八珍究水陸」 、宋・蘇轍 九日陰雨不止病中把酒示諸子」詩之三に「庭菊兼黄白、村醪雑聖賢」などがある。
【附記】本稿は、二〇一三年七月十一日、中国甘粛省敦煌で開催された「２０１３年中文デジタルパブリッシング・デジタルアーカイブ国際学会（中文数字出版与数字図書館国際研討会） 」において口頭発表した「
书简
与扇
的数字
图书馆
─
大阪大学
怀
德堂文
库
的相关措施
─
」
（原文は中国語）を基に、修訂を加えて定稿としたものである。なお、本発表により、筆者は当学会から「優秀学術論文賞」を授与された。
書簡と扇のデジタルアーカイブ ― 湯浅邦弘
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